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1． はじめに 
 日本の総人口は 2004 年をピークに急激に減少し、今後 100 年で明治時代後半の水準に戻

ると予測されている。2050 年には総人口が 9,515 万人に減少し、高齢者が増加する一方で、

生産年齢人口と若年人口が大幅に減少し、高齢化率は約 20％から 40％に上昇する。 
このような少子高齢化の中で、高校生は早い段階で文理選択を迫られ、これらがその後の

進路に大きな影響を与えていることに疑問を抱いており、我々は「文理融合教育」を推進し、

特に女子生徒が主体的に進路選択できるようにしたいと考えている。そのためには、アンケ

ート調査を通じて文理の壁を超えた教育モデルを示したい。また、理系進学に対する母親の

学歴や所得、理系体験の影響を考察し、計画的な理系体験の教育への反映を明らかにするこ

とを目指している。 
 
2． 先行研究の検討 
(1) 本研究の研究目的 

先行研究の一つとなる内閣府委託調査 3（『女子生徒等の理工系分野への進路選択におけ

る地域性についての調査研究』、以下「内閣府調査」という。）は、コロナ禍前の 2019 年 12
月に実施されたものである。筆者らが実施した調査はコロナ禍後の 2025 年 4 月に実施した

ものである。また、内閣府調査は、理工系分野への進路選択に地域性のもたらす影響に力点

を置いてアンケートを実施、分析しているのに対し、筆者らによる調査は地域性も考慮の中

に収めつつも、調査対象である高校生の進路意識や希望する進路、保護者や教員といった高

校生の進路選択に大きな影響力を有する存在、さらには性別役割分担意識や将来のライフ

コースに、より踏み込んだ分析を試みたいと考えている。なお、本稿では、文部科学省の定
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義に従い、「理工系」を 4 つ存在する「系」のうちの一つとして取り扱い、他の 3 つの系（「総

合・新領域系」、「人文社会系」、「生物系」）と区別する。一方で、「文系」・「理系」という区

分は、大学等への進路選択に際して、どの科目をより多く学習するのかという点に着目した

区分として扱うこととしたい。 
我々の先行研究検討において、田邉（2021）は、「高等学校における文理選択制度が性別

専攻分離を助長しており、男女で異なる進路の『水路付け』が存在する」と指摘する。そし

て、「文系－理系の次元のほかに STEM－ケアという次元も存在し、女性が特定分野に偏っ

て進出する『女性トラック』が依然として残っている」ことを学校基本調査などのデータに

基づいて示している。国立教育政策研究所の集計では、全国の高等学校の 66％が文系／理

系のコース選択制度を導入しており、理系コース履修者は全体の 22％（男子 27％、女子

16％）に対して文系履修者は 45％（男子 38％、女子 54％）で、女子の文系集中が顕著で

ある。筆者らは、こうした文理選択が高等学校段階で早すぎる決断を生み、不本意な進路選

択を誘発する恐れがあるため、選択時期の延期や文理融合教育の推進によって猶予期間を

設け、主体的な進路決定を可能にすることが重要だと考える。また、気候変動のような複雑

で巨大な課題に対処するには文理双方の知が求められるため、文理融合教育の必要性が高

まっている。 田邉はさらに、「性別に関するステレオタイプ的能力観や主観的成功確率が社

会化の一形態として性別専攻分離を生む複雑なメカニズムを構成している」と論じる。「主

観的成功確率は『もし専門学校や短大、大学でその分野を学ぶなら授業内容を十分に理解で

きると思うか』という問いで測れるとし、これらの内面化された観念が進路選択を歪めてい

るため、文理融合教育によってステレオタイプに基づかない多様な能力観を形成し、ジェン

ダー差によって主観的成功確率が歪まない選択を促すことが有効な処方箋になり得る」と

示唆している。 
吉原（1998）は、「受験体制の常態化と男女特性教育（例：男子は技術科、女子は家庭科）

により、受験競争のなかで高等学校間の序列化と格差構造が形成され、性別は偏差値信仰の

中で無化されつつも男女で異なる受験体験（短大や女子大進学、浪人の選択肢の違いなど）

が存在してきた」と述べる。「こうした歴史的文脈が進路選択におけるジェンダー格差に影

響を与えてきた」ことを強調している。 天野（1986）は、「進学の主要要因として出身高等

学校、親の経済的地位、性別の三つを挙げ、ジェンダー視点での進学問題は主に二領域で議

論されてきた」と指摘する。「一つは性別役割分業に基づく価値体系と社会化が進学志望に

冷却効果を与える点であり、もう一つは結果としての（1）進学率の男女差、（2）進学先の

種類の差、（3）専攻科目の偏り――いわゆる「女性用軌道」の存在である。これにより、少

なくとも 1980 年代からジェンダートラックが存在していた」ことが示される。 
 河野（2013）は、「日本の理工系分野に進む女性を増やすための施策の示唆を講演で述

べ、その中で『潜在的理系志向層』の存在に注目」している。これは、文理選択に結びつく

必修科目と選択科目の履修構造によって本来理系を志向する生徒が文系を選んでしまう状

況を指す。実際、高校で文系を選びながら大学で理系学部に進学する「理転」は稀であるが、
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女子の理転割合は男子の約 2 倍あり、潜在的理系志向層の存在をうかがわせる。河野は、

「潜在的理系志向層を理系へ導くために、文理選択の時期を遅らせること、選択制度を廃止

または見直すこと、文系コースから理系学部へ進学する機会を増やすことを提言」している。

小倉ら（2013）の全国調査では、「文理選択が高 2 の 4 月に集中する」ことが示されている。 
濱中ら（2017）は、「教育の金銭的効果をめぐる研究史を概観し、1960 年代から 1980 年代

にかけて大学進学率が急増した経緯を示すとともに、直近データ（2023 年）では 4 年制大

学進学率が 57.7％、学部在籍の女子比率が 45.5％と過去最高を記録していることを報告」

する。一方で、「出産や結婚などライフイベントが女性のキャリアに複雑な影響を与え続け

ており、短大から大学へと教育機関が変化した 1970 年代半ば以降の影響や、専門学校・短

大・大学がそれぞれ異なる金銭的効果を持つ点（専門学校は非正規就労での所得向上、短大

は配偶者の所得向上に強み、大学は幅広い効果）を指摘」する。さらに、「教育投資の意義

を金銭的効果だけでなく非金銭的効果（時間選好率など）も含めて考える必要性を提起」し

ている。 小方（1994）は「短大に焦点を当て、専攻領域と職種の組み合わせによる金銭的

効果の違いを検討し、女子の進路選択と教育投資に関する議論を補強」している。濱中らは、

「教育の効果をめぐる議論がエビデンス重視の政策形成へとつながった点を強調し、今後

の議論において教育の金銭的・非金銭的両面を考慮することが重要である」と述べる。 森
ら（2024）は「『放課後トーク』と称する、多様なロールモデルとの対話機会を高校生に提

供する実践を報告し、多くの参加生徒が将来像を明確化して理系進学への関心が高まった

ことを示唆」している。「進路選択に悩む高校生に寄り添い、具体的な将来イメージを提示

することが理系進学を促進する有効な方法である」とし、将来イメージの形成方法を今後の

論考で扱う意向を示している。 一方で、東京大学は 2027 年秋に学部・修士 5 年一貫の文

理融合課程を設置すると発表し、文理融合教育の動きが高等教育界で強まっている。 
隠岐（2018）は、「文系と理系の二元論が日本社会の近代化過程や脱亜入欧のイデオロギ

ーと結びついて形成され、入学時から卒業後まで厳格に区別され続けた」ことを指摘する。

したがって、東京大学などによる文理融合の試みが、歴史的に根付いた文理二元論や堅固な

文理の壁をどのように変えるかは注目に値すると筆者らは考えている。総じて本文は、「高

等学校段階での文理選択制度とそれに伴う履修構造、受験体制や社会化過程がジェンダー

による進路選択の偏りを生み出してきたことを多角的に論じ、文理選択の時期や制度設計

の見直し、文理融合教育の推進、ロールモデル提示などが性別によるトラック化を緩和し、

多様な能力観と主体的な進路決定を促すための有効策である」と結論づけている。 
本研究は１つの高校に所属する高校生（3 学年全体（n＝448）から表 1 に記載された回

収率にて得られたアンケートデータであり、ケーススタディーではあるが、全国調査である

内閣府調査との比較によって、それぞれの調査データが持つ意味合いを相互に比較しなが

ら探索的に分析していきたい。内閣府調査ではインターネット・モニターを対象とするウェ

ブアンケートを実施しているが、筆者らによる調査もそれと同様にウェブアンケートを実

施する計画を立てているが、先行調査として都内私立女子高校生を対象としたアンケート
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を実施した。実施方法の概要は以下のとおりである。本研究の目的は、全国調査を実施する

前の深堀のための探索であり、多くの要素抽出を必要と考えている。そのため、検定等によ

る厳密な有意差については言及しない。 

          表 1 先行調査（都内私立女子高校生） 

    

 

 
 
 
 
 
 
 

(2) 先行研究の整理 
➀内閣府調査において、女性の理系学部への進学と関連があると見られる要因として、以下

の項目が列記されている。 
 
＜女性の理系学部への進学と関連があると見られる要因＞ 
(ア)好きだった科目とその成績 
(イ)進路希望の理由 
(ウ)理系、文系のイメージ 
(エ)理系的経験 
(オ)進路選択において考慮しようとしていること（例：経済的な理由や地理的な理由） 
(カ)保護者が卒業した学部 
(キ)高校生本人の進路について保護者が望んでいると高校生本人が認知している割合 
(ク)進路選択に関する保護者の認識 
(ケ)在学校の進学状況 
(コ)高校生本人の進路について教員が望んでいると高校生本人が認知している割合 
 
(3) 先行研究からのリサーチクエスチョン 
 我々の研究では、先行研究から得られた知見をもとに、リサーチクエスチョンとして以下

の項目を定めることとする。このリサーチクエスチョンは、筆者らの本研究テーマにおける

根源的な問いをアンケートの設問レベルに落とし込んで表現し直したものであるが、アン

ケート実施上の制約もあり、必要十分な設問をできていない場合があることも承知してい

る。不足する部分については今後の課題としたいと考えている。また、後述する「５．まと

め」においてもう少し踏み込んだ考察を行うこととしたい。 

実施時期 2025年 4月 15日～4月 22日 

実施校 都内私立女子高校 

対象学年 高校 1年～3年 

回答者数 448名 

 

回収数 

高校 1年生  172名 

高校 2年生  120名 

高校 3年生  156名 

個人要因 

環境要因 

（家庭） 

環境要因 

（学校） 
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①進路希望がどのような経路で高校生本人の意識の中で形成されているのか。 

そのメカニズムを解明する糸口を本稿では探索的に分析したい。 
②高校生の進路意識の形成プロセスにおいて、過去の経験がどのように影響を与えている

のかを本稿ではアンケート結果を踏まえながら探索的に分析することを試みたい。 
③高校生の進路意識の形成プロセスにおいて現在進行中の経験がどのように影響を与えて

いるのかについても本稿ではアンケート結果を踏まえながら探索的に分析を行いたい。 
 
3． 独自調査を踏まえた分析について 
 先行研究である内閣府調査において、女性が理系分野へ進学することと関連があるとし

ている要因について、独自調査データとも比較しながら分析を進めていく。 
(1) 進路希望 
  内閣府調査（人口規模女性 50 万以上）（以下、内閣府調査）との本研究の比較では、4

年制大学 65.4% 短大 4.2% 専門学校 14.0％、就職 7.2% 不明 8.9%という結果に対し、

本調査では、4 年制大学 92.6％、専門学校 1.6％、まだ決めていない、わからない 5.8%
であり、4 年制大学への進学意識が高さを示していることが明確となった。 

  内閣府調査（女性全国平均）では、4 年制大学 65.4% 短大 4.2% 専門学校 14.0％、 
就職 7.2% 不明 8.9%という結果に対し、独自調査では、4 年制大学 91.9％、専門学校 
1.6％、医学部等 6 年制 0.4％、海外留学 0.2％、不明 5.8%であり、4 年制大学への進学

意識が高さを示していることが明確となった。 

 
図 1 進路希望について 

74.7%

2.3%

8.8%

4.6%

9.2%

0.5%

92.6%

0.0%

1.6%

0.0%

5.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

4年制大学（留学を含む）

短期大学

専門学校

就職

まだ決めていない、わからない

その他

進路希望

内閣府調査 独自調査
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(2) 進学を希望する学部 
学部レベルで進学希望では、法学部、経済学部、文学部が 32%、続いて医学部・歯学部

などの医療系学部が 24%、外国語学部・国際学部が 20％で続く。一方で、人数は限られ

るが、多様な進学先を希望する生徒が存在することにも留意する必要がある。 
内閣府調査では、法文経学部 23.7%、外国語学部 12.6%、教育・福祉学部 15.2%、 

家政学部 5.0%、芸術学部 6.1%、健康・スポーツ学部 4.0%、教養・総合学部部 3.8%、

理学部 5.0%、工学部 5.0%、生物・農学系学部 5.8%、医療系学部 17.8%、その他 3.7%、

未定 18.2％、不明 0.3%であった。独自調査では、法文経学部 31.7％、教育・福祉学部 
19.5%、家政学部 1.4%、芸術学部 10.9%、健康・スポーツ学部 3.8%、教養・総合学部 
5.4%、理学部 13.8%、工学部 12.9%、生物・農学系学部 9.5%、医療系学部 24.2%を示

し、全国平均と比較して、理系学部への進路希望が高い結果が得られた。 

 
図 2 進学を希望する学部 

 
(3) 進路希望理由 

内閣府調査（全国の女性回答者全体）では、「興味・関心があるから」 64.0%、「専門

性が高いから」 20.2%、「将来像が明確であるから」 22.0%、「就職や転職に有利だか

ら」 19.3%、「資格や免許が取れるから」 24.8%、「将来高い収入が得られるから」 
10.4%、「将来仕事と家庭の両立がしやすいから」4.1％、「女性に向いているから」

6.9%、「男性に向いているから」 0%、「親やきょうだいに勧められたから」7.3%、「学

校や塾の先生にすすめられたから」 3.1%、「友人や先輩にすすめられたから」1.8%、

「自身の得意科目で判断したから」13.0%、「体験授業や職場体験、セミナー等に参加し

たから」3.2%、「地元で進学または就職できるから」3.8%、「その他」0.8%、「特にな

い」5.7%、「わからない」8.4%であったが、独自調査では、興味・関心があるから 

26.7%
12.4%

13.4%
5.1%

6.5%
3.2%

4.1%
5.1%

6.0%8.3%
16.6%

0.0%
0.0%

21.7%
0.0%

32.2%
19.5%

11.1%
1.4%

10.9%
3.6%

5.4%
13.8%

12.9%
9.5%

24.3%
5.4%
5.9%

10.7%
6.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

法学部・経済学部・文学部

教育・福祉学部

芸術学部

教養・総合学部

工学部

医療系学部（医・歯・薬・看護など）

観光・ツーリズム、地域づくりを学ぶ学部

その他

進学を希望する学部

内閣府調査 独自調査
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88.3%を示し、全体的に興味、関心、将来性、就職、転職に有利という視点を優先して

いることが分かった。 
独自調査では「興味・関心があるから」が最も回答が多く、内閣府調査（人口規模女

性 50 万以上、図 3 参照）（以下、内閣府調査）との差が大きい。進路選択までに、その

進路について興味や関心を喚起されていることの証左であると言える。 
 

 
図 3 進路希望理由 

 
(4) 中学生のとき勉強が好きだったかどうか（物理） 
内閣府調査では、「物理」については、「好き」7.5%、「どちらかといえば好き」16.7%、

「嫌い」33.4%、「どちらかといえば嫌い」31.9%、「わからない」9.3%であったが、独自調

査においては、「物理」嫌いに関しては、ほぼ同等の結果として、66.9%が中学生の時に嫌

いな科目であったとの傾向を示した。 
 科目別に見ると、中学生女子に最も嫌われている科目である。独自調査でもそのことが 
裏付けられている。なお、「中学生のときの成績」も内閣府調査（人口規模女性 50 万以上）

では、女性が理工系分野への進学と関連があるとされているが、独自調査では調査できてお

らず、今後の課題としたい。 
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学校や塾の先生にすすめられた・影響を受けたから

友人や先輩にすすめられた・影響を受けたから
自身の得意科目で判断したから

体験授業や職場体験、セミナー等に参加したから
地元で進学または就職できるから
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その他

進路希望理由
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図 4 中学生のときに勉強することが好きだったかどうか（物理） 
 

(5) 進路選択に影響を与えた学校行事（アンケート調査（高校生）の自由意見から） 
独自調査において、最も多い意見は、「研修」である。海外研修旅行（留学）だけでな

く、日本国内の研修旅行であっても、自分で生活時間を律することが求められ、かつ、異

文化のなかでコミュニケ―ションをしていかなくてはならない環境下で、自分とはどの

ような存在なのか、どれほどの挑戦ができるかが試されることが、今後の自身の生き方に

大きな栄養を与えるのは当然であろう。海外研修（留学）に関しては、中学生時代に、新

型コロナ禍における外出制限や海外渡航等も禁止された学生生活を送ってきたことも背

景にあると思われる。また、理科実験、理系分野の講演会が高い傾向を示しているのは、

独自調査の特徴が顕著に示されていると思われる。  
次に多いのが、「探求・課題研究」、そして「授業」である。大学における授業体験とい

う回答もあるが、高校での授業に参加する中で今後の進路選択に影響を受けたというの

は、気づきや学ぶことの楽しさに満ちた授業に出会うことができた生徒が一定数存在す

るということである。授業を気づきや学ぶことの楽しさに満ちた授業がさらに求められ

ているということでもある。「探究活動・課題活動」、「研究」では通常授業に止まらない

教育活動の重要性が示されている。 
  映画や舞台も含まれているが、「メディア」が 3 番目に影響を与えているというのは現

代的である。メディアリテラシーを含めて、メディアとの付き合い方についてさらなる学

びが必要とされていると言える。 
    

24.2%

66.5%

9.3%

19.7%

66.9%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

好きだった
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わからない

中学生のときに勉強することが好きだったかどうか（物理）
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図 5 進路選択に影響を与えた行事等 
 

(6) 「理系科目を学ぶことのイメージ」や「文系科目を学ぶことのイメージ」も、内閣府調 
査（人口規模女性 50 万以上）において女性が理工系分野へ進学することと関連がある

とされているが、人口規模や居住地域による特筆すべき傾向の差異はないとされてい

る。 
 
(7) 「理系的経験」 

理系的経験について、先般の報告には含まれていないが、内閣府調査（全国平均）  
では地域差の傾向として見られないとされている。独自調査では、経験している割合（よ

くあった+時々あった）として高かったのは、「保護者に科学館や博物館に連れて行っても

らうこと」は 59.3％「保護者に数学や理科を教えてもらうこと」50.4%、「保護者に理科

の自由研究のアドバイスを受けること」が 46.9%で続く。家庭教育を補完する学校教育の

役割の大きさが改めて感じられる結果である。 
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図 6 理系的経験（内閣府調査） 

 

図 7 理系的経験（独自調査） 
 

(8)「進路選択時における情報源（アドバイス）」 
先般の報告では触れていないが、最も重視していると回答があったのは「大学が公表する

情報」で 85.5％、ほぼ同じ割合で「保護者の意見・アドバイス」で 84.7％、続いて「学校

の先生の意見・アドバイス」が 80.5%となっている。さらには保護者や学校、塾の先生から

のコメントやアドバイスが一定以上の大きな影響を与えていることが示されている。 
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自身で工作やプラモデル作成などモノづくりの経験をすること
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図 8 進路選択時におけるアドバイス 

 
(9)「固定的性別役割意識」 
内閣府調査では居住地域による傾向的な差異は見られなかったと分析されている。しか

しながら、独自調査で得られたデータと比較すると、いずれの項目においても「そう思わな

い」とした回答は独自調査のほうが多かった。特に「男性は論理的に考え、女性は感情的に

なりやすい」で 11.7 ポイントも独自調査のほうが大きく、また、「男性も家事や育児を担う

べきだと思う」ではこの考えに否定的な「そう思わない」という回答が 34.7 ポイントも独

自調査のほうが大きかった。やはり居住地域や生育環境などの差が影響しているのではい

ないかということが示唆されている。 
先般の発表では未報告だが、独自調査において「そう思わない」という割合が多かったの

が「夫は外で働き、妻は家を守るほうがよい」で 81.5％、「男性は理系科目、女性は文系科

目に向いている」が 78.3％、ほぼ同率で「女の幸せは仕事より結婚・出産・子育てにあると

思う」が 77.5％であった。反対に肯定意見が多いのは「男性も家事や育児を担うべきだと

思う」が 79.9％であった。 
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図 9 固定的性別役割意識 
 

 今回の調査結果からは、都内私立女子高校ということもあり、固定的性別役割意識におい

ては、古典的な「男性は理系」、「女性は文系」という意識については顕著に低い結果が得ら

れた。また、家事の分担においても平等思考が強く示されており、男性は論理的、女性は感

情的になりやすい調査項目でも否定的な結果となった。これらには、アンコンシャス・バイ

アスの影響を受けていない現役女子校生の建設的でもあり進歩的な考えが示されている。 
 
４．探索的な分析結果 
① 進路希望がどのような経路で高校生本人の意識の中で形成されているのか。そのメカニ

ズムを解明する糸口を本稿では探索的に分析したい。 
  
我々の調査結果からは、高校生本人の進路希望経路において意識形成を育んだ過程と

しての情報源は、志望する大学が公表するパンプレットや保護者からのアドバイス、学

校、塾の先生からのアドバイスが一定以上の割合を占めている。そのことがある一面を

示しているが、高校生本人の個人的な要因に加えて環境要因としての家庭や学校による

影響が存在することも確認することができた。その意味で進路選択に影響を与えている

個人的要因や環境的要因にある変化を与えるような取組が求められているのではない

かと考えるが、国立研究開発法人科学技術振興機構が推進している「女子中高生の理系

進路選択支援プログラム（Support for Girl Students in Choosing Science Courses）」
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理系に進学、就職する女性は少数派だと思う

男性は論理的に考え、女性は感情的になりやすい

固定的性別役割意識
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は大学が実施主体となって進路選択に影響を与えている個人的要因や環境的要因に理

系進学を促進したり、理系進学を回避する要因を除去したりすることを試みる取組であ

ると捉えることが可能である。 
 

② 高校生の進路意識の形成プロセスにおいて、過去の経験がどのように影響を与えてい

るのかを本稿ではアンケート結果を踏まえながら探索的に分析することを試みたい。 
 
我々の調査結果からは、過去の経験値としては、保護者に科学館や博物館に、積極的

に連れて行ってもらう体験や、大学や自治体などが主催する自然観察や野外活動への

参加、保護者に理科の夏休み等の自由研究に関するアドバイスを受けたことが挙げら

れており、家庭教育の中で、学校教育を補完する役割の大きさが改めて感じられる結果

となった。 
   また、高校生にとっては近い過去ではあるが、中学生に理系科目を楽しく学んだ経験 
  を持っているか否か（その代表例が女子中学生にとっての物理である）が、高校生が進

路選択をするとき、とりわけ文理選択を迫られた際に影響を与えている可能性が一定

程度存在することが分かった。筆者らはそうした影響をも回避し、文理の壁を越えて学

ぶ場を提供できる文理融合教育こそ、中学生や高校生に必要なのではないかと考えて

いる。中等教育のあり方を変えることになるが、そうした教育政策のあり方に一石を投

じることを今後の研究の目的に据えたいと考えている。 
 
③ 高校生の進路意識の形成プロセスにおいて現在進行中の経験がどのように影響を与え

ているのかについても本稿ではアンケート結果を踏まえながら探索的に分析を行いた

い。 
 

進路意識の形成プロセスにおける現在進行中の経験値として、大きく影響を与えて

いるものとして、我々の調査結果からは、体験という観点では、「研修」が挙げられて

いる。海外研修留学だけでなく、日本国内の研修旅行（修学旅行）、遠足等であっても、

自分で生活時間を律することが求められ、かつ、異文化のなかでコミュニケ―ションを

していかなくてはならない環境下で、自分とはどのような存在なのか、どれほどの挑戦

ができるかが試されることが、今後の自身の生き方に対して大きな知見を与えるもの

と思われる。海外研修（留学）に関しては、中学生時代に、新型コロナ禍における外出

制限や海外渡航等も禁止された学生生活を送ってきたことも背景にあると思われる。   
また、理科実験、理系分野の講演会が高い傾向を示しているのは、調査した高校にお

ける独自な取組や活動が、調査の特徴が顕著に示されていると思われる。  
次に多いのが、「探求・課題研究」、そして「授業」である。大学における講義体験の

回答もあったが、高校での授業に参加する中で今後の進路選択に影響を受けたという
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のは、授業中での気付きや学ぶことの楽しさに満ちた授業に出会うことができた生徒

が一定数存在するということ示されている。授業の中で、自らの意識で、気付きや学ぶ

ことの楽しさに満ちた授業がさらに深く追求されている過程が示されていると思われ

る。「探究活動・課題活動」、「研究」では通常授業の領域に止まらない教育活動の重要

性が示されている。 
映画や舞台といった回答も含まれているが、「メディア」が 3 番目に影響を与えてい

るというのは現代的である。メディアリテラシーを含めて、メディアとの付き合い方に

ついてさらなる学びが必要とされていると言える。 
 高校生という思春期の多感な時期にこそ、理系的な経験や探究活動等からの新たな視

点や物事に対する深い洞察力を拡散的思考で学ぶことによって、日々の授業の中から、

自分の中で付加価値を増幅させて加速度的に学びが進行するものと思われる。 
 
５．まとめ 
 我々の研究は、文理の壁を超えた教育モデルの提示を目指しているが、現時点においては、

理系進学に対する母親の学歴や所得、理系体験の影響については、男女共学を含めて、地域

差の影響も視野に入れる必要がある。 
 今回の調査では、内閣府調査の全国平均と人口規模 50 万以上の地域性と現役の都内私立

女子高校生の比較調査を行った。今回の得られた知見をもとに、今後の研究では、調査した

都内私立女子高校において、「理科嫌い」から、「好き」に変わった起点やプロセスを追う深

堀を行う研究を進めながら、高校入学後の理系体験が、「好き」に変わるメカニズムの影響

も含めて調査を行いたい。 
 さらには、高大連携や理系教育への意識変化を含め、研究の深化には共学を含む全国調査

（当方による独自調査）が不可欠との認識を強く感じている。また、理系進学に母親の学歴

や所得に関しては、我々の調査では踏み込めていない領域でもあるので、これらの領域に関

しても、全国調査への展開を早期に図りたいと考えている。 
 いずれにしても、今後も継続的に、子ども時代からの計画的な理系体験を教育へ反映して

いる事例や各界での文理融合型教育の進展度も含め比較研究を通じて明らかに示したい。 
 
謝辞：本研究は、昭和女子大学 現代ビジネス研究所の研究助成における成果の一部である。 
また、本研究では、448 名の生徒の皆様にアンケート調査へのご協力をいただきました。 
お忙しい中時間を割いていただいた生徒の皆様、先生方に心より感謝申し上げます。 
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